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    鹿児島市立吉野東中学校 

    学校だより 第１号 

令和６年 5 月 7日 

 

 

「見えない学力」～４つの力 
 

 令和６年度の吉野東中学校は５２９人の生徒と４２人の職員で

スタートしました。落ち着いた雰囲気の中で順調な１ヶ月だったと

思います。 

今年度がスタートしたその日、生徒にはこれから先、身につけて

ほしい「見えない学力」について以下の通り話をしました。 

 日頃、学校で授業を受けて身につける知識や技能などは、テスト

によって点数で測ることができます。これはいわゆる「見える学力」

です。教科書に書かれている「正解」をインプットし、それを必要

な場面でアウトプットできる力です。これまではこの「見える学力」

が重要視されてきました。 

 しかし、コロナウィルス感染症という想定外の事態が発生し、社

会は大きく動揺しました。ＡＩの進歩もすさまじく社会は大きく変

わりつつあります。また、今年の元日に発生した能登半島での地震

は突然やってくる自然災害の恐ろしさを私たちに改めて突きつけ

ることとなりました。10 年後、20 年後にはさらに予測困難で正解の

ない社会がやってくると言われています。皆さんに必要なのは 10 年

後、20 年後の社会で生きて働く力、生き抜く力を身につけることな

のです。これを「見えない学力」と言います。この「見えない学力」には４つの力が必要だと言われています。 

（参考文献：木村泰子著「10年後の子どもに必要な『見えない学力』の育て方」） 

「人を大切にする力」･･･自分を取り巻く周りの人との違いを認め、「自分がされて嫌なことは人にしない，

言わない」力です。他人事を自分事に変換し、「自分だったらどう感じるか」思いをめぐらし、行動する

のです。人の話をしっかりと聞くことも人を大切にする力に繋がります。この力は多様化する社会を生き

て働くための基礎となります。 

「自分の考えを持つ力」･･･自分の言いたいことだけを言ったり，正義を主張したりして、誰かを誹謗中傷す

るのはただの「文句」です。「自分の考えを持つ」ということは相手の立場も尊重したうえで、相手が大

人であっても自分の考えをしっかりと持つことです。たとえば「先生はこう言うけど私はこう思います」

ということです。自分の考えを持つことは全ての学力の源になる「主体性」を育みます。 

「自分を表現する力」･･･自分がどんな場でも、どんな相手でも、自分から自分らしく、自分の考えを自分の

言葉で伝える力です。それは相手の話をよく聞き、相手の表現に気付く力でもあります。この力は、なり

たい自分になって自分に自信を持ち，自分を大事にして、社会に出たときに活躍するためであり、自分が

社会を作る一人として主体的に生きていくためなのです。 

「チャレンジする力」･･･チャレンジするから成長があります。失敗

を恐れるとチャレンジすることを辞めてしまいます。「失敗し

たらやり直せばいい」「ピンチはチャンス」「失敗は宝物」と

考えましょう。社会に出て必要なのは「失敗しない力」より「ピ

ンチを切り抜ける力」なのです。 

  

 10 年後、20 年後を生き抜くために中学校生活でこれら４つの力

を身につけてほしいと思います。 

 

＜校訓＞ 礼節 勉学 錬磨 勤労 

 この春の人事異 

動で吉野東中学校 

に校長として着任 

しました田中準章 

（のりあき）です。 

全校生徒の笑顔と 

未来のために職員とともに精一杯頑

張ります。よろしくお願いします。 

＜これまでの勤務校等＞ 

１ 田之浦中   ２ 伊敷台中 

３ 鴨池中    ４ 与論中 

５ 指宿市教委  ６ 鹿屋東中 

７ 姶良市教委  ８ 伊集院中 

＜好きなこと＞ 

・生徒の一生懸命な姿の応援 

・スポーツ観戦（特に野球） 
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 ４月８日は新年度のスタートの日でした。まずは新任式で新しく８人

の先生方を迎えて、その後新しい学年･学級での始業式でした。１つずつ

先輩になった２，３年生の凜々しい表情が頼もしく見えました。 

午後からは真新しい制服に身を包んだ１６９名の新入生を迎えて華や

かに入学式が行われました。担任の呼名に対して一人一人がしっかりと

返事して応えていました。新入生誓いの言葉では「部活動と勉強を両立

させて頑張りたい」とこれから始まる中学校生活への期待が強く伝わっ

てきました。約１時間の式に臨む姿はとても立派でした。 

 

 

鹿児島市とパキスタンに拠点を置く NPO 法人「NIWA」様より、サッ

カーボールの贈呈がありました。この法人は理事長がパキスタンの方で

アジアやアフリカの子供たちに教育と医療支援を行っており、今回は国

際交流に興味を持ってもらおうということで鹿児島市内のすべての中学

校に贈られました。 

なんと世界のサッカーボールの半分以上がパキスタンのシアルコート

市で生産されているのだそうです。「このボールを使ってみんなで元気に

遊んでほしい」ということでした。 

 

 

＜少年自然の家まつり＞ 

吹奏楽部が出演しま

した。暖かな春の日差し

の下で軽快で爽やかな

サウンドが響き、とても

心地よかったです。観衆

からたくさんの拍手を

頂きました。 

＜よしの兵六歴史街道ウォーク＞ 

吉野の遺跡や民話「大

石兵六夢物語」にまつわ

る場所を巡って 18km を

歩きます。本校からは 10

名の生徒と職員が参加

しました。吉野の起伏の

激しい道を約６時間か

けて見事完歩、充実感で

いっぱいでした。吉野台地の奥深さを改めて実感しました。 

 

第 42回入学式（４月８日） 

かごしまNIWA Ball Project（４月 19 日） 

中学生～地域イベントで活躍（4 月28 日） 

 

（） 

 

５月の主な行事

１日（水）部活動発足式

２日（木）ＰＴＡ総会

８日（水）検尿二次

９日（木）３年実力テスト（～10日）

11日（土）土曜授業、生徒総会

14日（火）学校納金日（１年）

15日（水）学校納金日（２年）

16日（木）学校納金日（３年）

20日（月）１年集団宿泊学習（～21日）

３年職場体験学習（～22日）

教育実習（～6／7）

22日（水）休養措置日（1年）

24日（金）英語検定

31日（金）交通安全教室

＜避難訓練（地震）＞ 

 ４月 25 日（木）は消防の方々をお招きして避難訓練を実施しました。 

「地震はいつどこで起こるか分からない」「災害発生直後救助はまず来ない」 

「大切なのは共助・自助」「我々は災害に試されている」「日頃の備えが重要」 

「揺れたらダンゴムシのポーズ」など、命を守るための心構えを学びました。 

 


